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北海道大学 1993.3

現代中国における消費者行動分析

一一北京市における消費実態調査を中心にして

李海峰

I はじめに

およそ人間の生活行動は何らかの目的に向か

つて展開される。この目的志向的な生活行動は

ノfーソンズ (T.Parsons)が言うように一定の

「状況」のなかで，-規範」や「価値」によって

規制されながら行われる。すなわち，人聞の生

活行動は内部的な要因と相関関係にあることを

意味している~中国においても，ここ十数年の

経済改革のなかで，その時々の社会状況は人び

との意識や行動に大きな影響を及ぼしてきた。

すなわち，賃金その他の所得の上昇に伴い，消

費生活が高度化，多様化してきたが，それに対

応して人びとの意識，価値観も変化してきた。

消費者の生活内容や購買行動に見られるこのよ

うな変化は，中国では一般に“消費の謎"とい

う言葉で取り上げられ，経済学，社会学などの

分野で論議されてきている。このことは中国に

おいて，消費者の生活意識や購買行動の研究が

今後の経済の発展にとって避けられない問題と

なってきたことを示唆するものである。

本論文は中国の消費者行動を把握するための

第一歩として，消費者行動の理論と分析技法に

基づき，北京市における消費者行動の特性の解

明を意図したものである。

II 中国における消費者行動の研究の意義

1) 国民生活研究センター [8Jp.3， [10J [11J参照。

中国においては，企業の自主権の拡大に伴い，

先進国の競争理念や，生産，経営手法などを導

入しつつある。消費者ニーズに応える商品開発，

広告その他のマーケティングの手段を駆使した

販売展開等の模索，試行に伴い，先進国におけ

る経営理論，生産管理，マーケティングを中国

の社会に適用することを体系的に研究する必要

に迫られてきている。

日本の企業の環境適応の状況を考察すれば，

消費者指向の製品やサービスをつくることが企

業にとって非常に重要な課題であることが理解

できる。すなわち「企業を取り巻く環境要因の

1つとして消費者が存在する。企業経営のマー

ケティングを始めとする諸活動は，このような

消費者についての情報を獲得することをもって

始まり，それに対して働きかけるJ2)ものでなけ

ればならない。このように，企業が活力を持つ

ためには消費者行動の的確な分析が必要である。

従って，環境分析でまず第一に問題となるのが

消費者行動の分析J3)である。また企業が効率的

な戦略を展開していくためにも，消費者行動を

全体的にとらえることが必要となる。先進諸国

では「消費者はすべての企業経営活動の焦点と

して理解される一方，一般消費者，或いは顧客

の存在こそが企業にとっての第一の存在理由で

あるJ4)と認識されてきている。このような消費

者指向を基本的理念として，消費者の必要と欲

2) 荒川 1，山中，村田 [lJ p.39 0 
3) 吉田，村田，井関 [22J p.244参照。
4) F. W.Kniffin [39J p.5，参照。
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求を満たす製品とサービスの開発，提供こそが

現代企業の至上命令となってきている。

消費者行動の研究は，まさに企業活動の指針

となり，経営の方向づけの役割を担うものであ

ると言える。中国では1980年代まで消費者行動

論は資本主義社会の産物であると批判されてい

た。しかし，それは今日では中国の経済発展の

方向を国民の欲求に適応させるための重要な研

究対象となった。日本における消費者行動研究

の成果，技法を，中国における消費者行動分析

に適用することは大きな意義を持つものと言え

よう。

凹 中国における消費生活の変化とその研究

1 消費生活の変化

中国では経済環境の変化とともに人びとの生

活水準も上昇してきた。一人当たりの国民所得

を見ると， 1970年代の平均成長率は4.0%であっ

たが， 1980年代には8.5%に達している九所得

の上昇に伴って，消費支出の内容も変わってき

た。食料品支出の割合(エンゲル係数)を見る

と都市勤労者の家庭では， 1964年の59.2%から

1988年の51.4%へ低下した6)。

また都市での一世帯当たりの消費内容，消費

量も変化しつつある。食料品，衣類，光熱費へ

の支出の割合が下がり，日用品への支出の割合

が大きく上がっている。また，耐久消費財の普

及も目ざましく，カラーテレビの普及率は1989

年時点で既に50%を越える段階に達したのであ

る。しかし，消費水準は都市と農村との差が甚

だ大きい。 1989年の時点で都市の一人当たりの

消費水準は1400元であったが，農村はその 3分

のl程度の500元でしかない7)。

消費生活の変化について中国においては，ミク

ロの視点からもマクロの視点からも論議されて

いる8)。それによれば，都市部での消費傾向には

5) 南亮進 [20J p.220参照。
6) 同上書 p.221参照。

7) 資料 [43J[44J [45J参照。

次のような特徴が見られる。

(1)世帯の規模，世帯の就業者数などの変化9)

は消費に大きな影響を及ぼしている。例えば，夫

婦共稼ぎで一人の子供を持つ家庭では消費の特

徴は幾つかの段階に分けられているが，総じて

支出の大部分が子供のための支出となっている。

(2)世帯消費支出のなかで，必需品支出の比

率が低下し，非必需品支出の比率が上昇しつつ

あり，消費欲求の内容は多様化の方向へと進行

している。

(3)所得水準の高低によって，消費構成も異

なる 10)。

(4)知識階層の世帯消費支出と“工人"11)のそ

れとの比較では衣，食，住，燃料などの面にお

いてはその消費構成の差は見られない。しかし，

“文化生活"(新聞、雑誌、書籍の購入，余暇の

利用，娯楽活動への参加など)の面においては，

前者の支出は，後者のそれよりも高い12)。

2 中国の消費者行動についての研究の現状

中国においては消費者行動の理論は1980年代

の後半に「新しい学問J13)として紹介され，その

重要性が認識され，次第に研究されるようにな

ってきた。一方国外の学者によっても，中国の

消費者行動がどのように変化しつつあるかにつ

いての研究が行われている。市場メカニズムの

導入と企業自主権の拡大に伴い，広告活動は急

速に発展してきた叫。消費財広告は消費者の欲求

を創造し，購買意欲を喚起する。それは消費者

の購買行動や価値観に大きな影響を与えること

となった。

8) [24Jー [30J[32Jー [37Jなどの一連の文献でそ
の議論が展開されている。

9 )顧紀瑞 [26J p.26参照。

10)向上書 p.96参照。
11) 中国では国家公務員は「幹部」と「工人」とに区分され

ている。「幹部」は医者，教師，研究員，事務職員，秘書

などすべての国家の機関に勤務している頭脳勤労者

のことを指す。「工人」は肉体勤労者のことを指す。

12)顧紀瑞 [26J p.108参照。
13)張広生 [31J 参照。
14)大江 [4 J 参照。
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消費財広告に対する消費者態度は， 1981年11

月実施されたアンケート調査15)では，中国の消費

者はまだ広告に対する態度形成がなされていな

い状態，素朴な広告観の状態にある傾向が見ら

れた。広告情報の持つ側面，すなわち知らせる

側面と報告する側面と，説得的，マーケティン

グ的側面が，市場状況に応じて使い分けられた

り，役割を分担することについて消費者が良く

理解していない状態にあった。

しかし1988年から1989年の中国での調査結果

分析1叫む消費者は広告に対する関心が高く，買

い物情報や，商品情報の獲得を目的として広告

に接近している。そして，広告は商品の情報源

として広く利用され，買い物への影響を中心に

消費者の生活に対して文化的，社会的にさまざ

まな影響を及ぽしているJ17)。このように広告は

大衆消費市場の形成とともに，企業と個々の消

費者との橋渡しとして，消費欲望の喚起及び販

売行動の促進に重要な役割を果たすこととなっ

た。

IV 北京市における消費者行動に関する実態調

査と分析

1 消費者行動の理論と分析技法

1)消費者行動の把握についての考え方

消費者行動や意識は如何なる特性を持ってい

るのか，その把握にはいろいろな考え方がある。

人間行動を 1つの完結システムとして考えてみ

ると，その最も簡単なシステムは，一般的な抽

象モデ、ルJ1S)として把握しうる。消費者行動はし

ばしば「人間行動と同義に解されるほど，広い

枠組みを持つものであるが，それは消費者行動

は実際的には日常の人間行動のすべてに影響す

るほどに中心的な問題J19)とされるからである。

15) Thorelli， Hans B [41J p.16参照。
16)山本 [21J による。

17)向上書 p.138。
18) 日本経済新聞社 [16Jp.158，吉田 [22Jp.50参照。
19)吉田，村田，井関 [22J p.49。

日本では，企業経営の面からはマーケティング

において消費者(購買者)行動論として種々の

角度から研究がなされている。例えば，数量化

理論第III類を用い，消費者をグループ分けして，

その特性を探し出し，地域性を分析したものな

どがある。

北京市では従来から存在していた国営商庖の

ほかに1980年代初頭から，{困人商庖」が現れ，

現在もますます増加している。この為，如何に

自国の歴史，文化，風俗習慣に適合するような

合理的な商業環境を作り出すかが，生活の向上

や生産の増大にとって大きな課題となってきた。

消費者行動，生活意識というものは非常に複雑

な要因や内容を含んで、いるものであり，現在の

「企業の諸活動」と「商業実態」の影響を受け

ていると解される O 加えて，消費者の選好の背

景には文化，社会構造，価値観，生活様式，深

層心理などの影響を受けた消費欲求がある。生

活意識というものは一般的に人々の価値観との

関係，日常の購買行動などの面から説明できる。

まずここでは北京市における消費者の生活意識，

消費行動の特性の把握を試みよう。

2 )分析技法

本論文においては，分類を目的とした多変量

解析法の一つである林の数量化理論の第III類叫

を採用し，消費者をタイプ分けする。

この分析技法は，あるカテゴリー化された質

問に対して，類似した回答は距離の近いものと

し，類似していないものは距離の遠いものとす

るものである。距離の近いものはなるべく同一

グループになるようにし，距離の遠い物は他の

グループへとグループ分けする方法である。つ

まり外的基準のない(測定対象についての変量

一一アイテム・カテゴリーに関しては，測定デ

ータのみが知られている。)場合の分類のための

数量化問題である。

アンケート調査をいろいろな地域の世帯に対

して実施できるとすれば，地域間での同質的な

20)林知己夫 [17J p.89参照。
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消費者タイプの比較が可能となる。中国のよう

な広大な固では，今後地域ごとの消費者行動の

特性の解明も，地域間の消費者タイプの比較も

必要で、ある。本論文では手始めにこの分析技法

に準拠して，北京市における消費者行動の特性

の解明を試みた。

2 北京市民の概況と調査内容および調査方法

1)北京市民の概況

首都の北京市の総人口は1990年現在1，080万

人(うち都市部人口，671万人)21)に達し，中国第

二位の大都市である。北京市民は全国各都市各

省の中で，大学卒の構成比率が最も高く，文盲，

半文盲の率が最も低く，文化水準は高いレベ1レ

にある。なお，一人当たりの所得も消費水準も上

海市に次いで、第二位にある。

北京市の消費者行動と密接に関係する商業環

境は，1980年以来日ざましい変化が生じ，庖舗数

は1980年の16，833から1991年6月の127，627にま

で激増している 2九北京市では5000平方メートル

以上の面積の大型，中型デパートは76もある。

このような大型，中型デパートが増加している

と同時に小型庄舗も急激に増加している。国営

商庖以外の「個人商庖」も38，230(30%強)に達

した叫が，北京市の商業環境の発展は，急速に増

大じつつある消費者の需要に未だ追いついてい

ない。北京市の商業開発計画によると，既存の

3ヶ所の大規模商業中心街のほかに，新たに 6

ヶ所の商業中心街の建設も進められている。こ

のような商業環境の変化に伴って，消費者の購

買行動も変化した。例えば，従来「王府井J，，-西

単」は北京市民の購買の中心地であり，デパー

トも多ければ，庖舗も集中し，有名なブランド

品や新製品の揃っているところであった。現在

でも王府井は依然として，ショッピング街であ

り，客の延べ人数は1日当たり40万人以上にの

ぼってはいるが，地方から来た人が80%以上を

21)資料 [48J [49J 参照。
22)厳力強 [25J，参照。
23)向上誌，参照。

占めている。これは商業中心街の増加によって，

北京市民が自宅に近い商屈での購買が可能とな

ったことを意味している。

2)調査内容

今回実施した消費者の生活と意識調査では，

北京市における消費者の分類と分析を狙いとし，

消費者のタイプ分けを試みた。

人々の意識や価値観はその時々の社会状況を

反映して，変化し，多様化してきている。これ

ら変化する意識の実態を捉え，そのメカニズム

を分析するためには，これら意識を規定してい

る諸要因を解明することが必要で、ある。生活意

識を 4要因にまとめた研究叫があるので，ここで

採用することにした。

(1)情報指向性要因:情報指向，希求の有無

などに関連する要因で，具体的には商品や新製

品の特徴をどう理解しようとしているのか，他

人との交際をどう見ているのか，他人の意見に

どう反応するのかということである。

(2)購買態度要因:価格や製品指向性などに

関連する要因で，具体的には購買態度，庄舗に

対する意識，新製品に対する選考の有無などの

内容が含まれるものである。

(3)生活目標要因:生活信条，生き甲斐など

の問題に関連する要因で，具体的には仕事に対

する考え方，家庭，余暇，趣味などについての

考え方，将来の生活の見通しの有無などに表れ

てくるものである。

(4)社会的，経済的要因:自分がどのような

生活環境におかれているかという点に関連する

要因である，具体的には生活態度，将来の生活

の安定性，社会変化などについて持っている考

え方により，その特性が把握できるものである。

なおアンケート調査は，以上4要因を内包し

ていると思われる項目について実施した。(アン

ケート調査票:付録，参照)

3 )調査方法

理論的には各種の分析における統計的検定の

24)黒田 [5J p.48，吉田 [22Jpp. 233， 237参照。
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問題があり、基本的には標本抽出に無作為性が

保証されなければならない2九しかし，消費者実

態調査で行った面接法については，北京市にお

ける制約条件により，無作為性を放棄せざるを

得なかった。そのため，本論文では標本理論的

には確率によらない調査法である，一種のクオ

ータ・サンプリング(割当て法)ないし，ジャ

ッジメント・サンプリング(目的適合法)とな

っている。

標本数は分析のある程度の妥当性を確保する

ため， 200個以上の獲得を目指し，北京市の10行

政区(東城，西城，宣武，崇文門，朝陽，豊台

海淀，石景山，門頭溝，燕山)のうち 4区を

選定した。

東城区は北京市の中心にあり，昔からの住民

が比較的多い。

朝陽区は北京市の東部にあり，北京市第一，

第二，第三の各紡績工場があり，労働者の住宅

が集中している。

海淀区は大学や研究所が多く，北京市の文化

区と呼ばれている。

石景山区は有名な首都鉄鋼工場があり，工場

関係住宅が集中しているので，研究者も技術者

も多く，労働者も多い。

このようなそれぞれ特徴のある 4区に割当て

法で400の世帯数を決定し，1990年9月25日から10

月6日までの期間と1991年2月1日から2月12日ま

での期間との二回に亘り，調査員の戸別訪問に

よりアンケート用紙を配布し， 10日程の期間を

おいた後回収する方式をとった。

標本数は400(100%)であり，回収数，集計

数はともに275(68.8%)である。

3 一般的な生活意識と行動の特性

1)単純集計からの結果の分析

(1)調査対象275人のうち，男性は131人で

47.6%，女性は134人で48.7%を占めている。(不

明は10人で，3.7%である。)

25)竹内清 [13J 参照。

(2)年齢層別では20代は47.6%，30代は22.9%

を占めている。

(3)職業層別では主婦はわずか2.2%しか占めて

いない，これは中国の独特の現象であり，都会

に住んでいる人は殆ど夫婦共稼ぎで，専業主婦

がごく少ないためである。“幹部"は58.5%で，

最も高い比率を占めており，“工人"は9.5%，学

生は12.4%，その他の職業の人は13.8%である。

(残りが不明で，3.6%である。)

(4)学歴層別の比率は小学校卒は3.6%，中学校

卒は6.2%，高等学校卒は17.1%であるのに対し，

専門学校，大学以上卒は73.1%であり，最も高

い比率を占めている。

(5)世帯主の職業層別の比率を見ると，国家公務

員が42.2%と最も高い。

(6) ，-家族年間収入」別では3000元以上は58.2%

で，最も高い比率を占めている。

(7)家族人数別では，三人家族が36.0%と比較

的高い比率を示し，-一人子政策」の特徴を現し

ている。

(8) ，-住まいの状況」では，行政機関、国営企

業等の集団住宅に住んでいるのは66.5%で、最

も高い比率を占めている。

(9) ，-乗用車の所有状況」については，公用車，

社有車(個人所有の乗用車がないことを前提と

した)を使っている人は2.2%である。なお自転

車の所有者は92.4%であった。

2 )質問項目の回答に基づく分析

今回の質問項目に対して，どのような割合で

それぞれのカテゴリーに回答があったかについ

ては，回答状況を表1にで示しである。

3 )クロス集計の結果からの分析

(1)消費者意識の変化の最も大きな要因は年収

の増加であると言われている。職業層別に年収

をクロスした結果，どの職業でも， 3000元以上

の年収の人が多いということが判明した。

学歴層別に年収をクロスした結果，予想、どお

り専門学校，大学卒以上の層では3000元以上の年

収の人が他の層より多く，64.1%を占めている。
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表 1 質問項目回答状況

1)選択的商品を貿うとき 広告を見て検討する 直接品物を見て買う 不明 9)お金の余裕があったとき 泊まりがけの旅行 のんびり過ごす 不明

度数 171 103 l 度数 113 161 1 

% 62.2 37.4 0.4 % 41.1 58.5 0.4 

2 )日用品を買うとき 広告を見て買う 直接l苫に行って買う 不明 10)人生の生き方について 仕事を優先する 地位などは求めない 不明

どう考えているのか

度数 76 198 l 度数 154 119 2 

% 27.6 72.0 0.4 % 56.0 43.3 0.7 

3)自転車やオートパイを買 自分の考えどおり 友達や屈の意見に従う 不明 11)休みの日に、家にいると テレビや音楽を聞く 日頃考えていたこと 不明
うとき き をする

度数 112 159 4 度数 119 154 2 

% 40.7 57.8 1.5 % 43.3 56.0 0.7 

4 )人との交際についての考 多くの人と幅広く 少数の人と親しく 不明 12)収入について 今の収入て満足する もっと収入を増やす 不明
え方

度数 168 103 4 度数 21 252 2 

% 61.1 37.4 1.5 % 7.6 91.7 0.7 

5 )耐久消費財を買うとき 有名な庖へ行く 底の名前にこだわらず 不明 13)隣近所との付き合い 楽しいことだと思う 面倒なことだと思う 不明

度数 113 160 2 度数 202 70 3 

% 41.1 58.2 0.7 % 73.4 25.5 1.1 

6 )一般の商品を買うとき 一流品を求める 実用的であればよい 不明 14)必要な電気製品は揃つ 殆どそろった まだ揃っていない 不明

たか

度数 96 176 3 度数 142 131 2 

% 34.9 64.0 1.1 % 51. 7 47.6 0.7 

7)前から欲しいものがあっ さっさと買う あれこれと迷う 不明 15)近所に大規模盾が出来 好ましい事だと思う 混雑で好ましくない 不明
たとき ることをどう考えるか

度数 166 106 3 度数 163 112 。

% 60.4 38.5 1.1 % 59.3 40.7 0.0 

8 )電気製品を買う為に生 前の生活に切り換る 計画を続行する 不明 16)地域特色があると思う 特色はある 全く感じられない 不明
活が苦しくなったとき

度数 187 78 10 度数 126 148 l 

% 68.0 28.4 3.6 % 45.8 53.8 0.4 



54(340) 経済学研究 42-4 

4 消費者の行動および意識の多次元分析

従来から，特定の断面に注目し，それを軸と

して一次元的な比較を試みる分析は多い，ここ

では，第1節で検討した数量化理論第凹類の手

法により，単に独立した個々の側面からではな

く，多次元解析の立場から，変数聞の関連を考

慮、しつつ，分析に客観的な基準を与え，その基

準によって，消費者の意識と行動を規定する共

通の概念を探り出すとともに消費者諸行動と経

済環境の内部要因との相互の関連をとらえ，幾

つかの消費者タイプに類型化する。これらの分

析と単純集計で表されている特徴とを合わせ，

消費者行動の特性を解明する。

1)消費者の意識と行動を規定する共通の概

今

表 2 (分析精度)において，相関係数Pと固

有値p2は分析の精度を表している。

ここから読み取れることは，消費者の諸特性

表2 分析の精度

第 l軸

第2軸

第3軸

相関係数 P

0.3458 

0.3097 

0.2934 

固有値 p2 

0.1196 

0.0959 

0.0861 

をこれらの概念のみで説明しきるのは困難であ

るが，提示された視点がこの種の分析レベルで

は有意であり，一定の説明力を持つということ

である。

次に，表4のような各軸とカテゴリー内容表

で示している消費者の意識と行動を規定してい

る最大の要因は次のようなものになろう。

〔第1軸〕広告及び他人の意見に関する情報

指向性

〔第2軸〕購買時の品質及び価格に関連する

経済的要因

〔第3軸〕レジャー指向及びマイホーム型に

関連する日常生活態度

それぞれの要因の内容を規定していると考え

られるものを属性によって表したものが表3(偏

相関係数)であり，その属性の与えるインパク

トの順位を示している。概して記入者の年齢，

職業，世帯主の職業，年収などが各軸に影響を

及ぽしている。例えば，第l軸に対しては，世

帯主の職業，年収が最も大きな影響を与えてい

る。第2軸に対しては記入者の年齢，職業が最

も大きな影響を与えている。第3軸に対しては，

記入者の性別が最も大きな影響を与えている。

2)消費者のパターンとその特徴

付与された概念および解析結果が本質並びに

状況と，どのレベルで整合するのかについて，

なお細部にわたる実証的研究と分析を要する。

表3 軸と属性との偏相関係数

第 l軸 第 2軸 第 3軸

属 '性 |偏相関係数 属 '性 l 偏相関係数 属 性 |偏相関係数

世帯主の職業 0.246 記入者の年齢 0.249 記入者の性別 0.254 

年収入 0.222 記入者の職業 0.237 記入者の年齢 0.207 

記入者の年齢 0.195 世帯主の職業 0.214 世帯主の職業 0.206 
家族の人数 0.192 家族の人数 0.201 住まい(種類) 0.170 

記入者の職業 0.159 年収 0.168 買物への利用 0.156 

居住年数 0.110 買物への利用 0.156 年収入 0.136 

住まい(種類) 0.093 居住年数 0.139 居住年数 0.134 

所有車の有無 0.077 所有車の有無 0.138 所有車の有無 0.125 

買物への利用 0.077 住まい(種類) 0.100 家族人数 0.110 

記入者の性別 0.022 記入者の性別 0.005 記入者の職業 0.083 
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表 4

第l軸とカテゴリー内容| i第2軸とカテゴリー内容 l 第3軸と力テゴリー内容l

質問番号 カテゴリーの内容 カテゴリースコア 質問番号 カテゴリー町内容 カテゴ'1ースコア 質問番号 カテゴ'1ーの内容 カテゴ'1ースコア

2-(l} 日用品を買うとき、広曹やチ 2.8984 12ー(11 現在の収入で満足している 3.3655 8 -(2) 生活が苦しくなっても，これし 3.0658 

ランを見て買いに千了〈 までどおり計画を続行する

13-(2) 隣近所内付き合いはあまり楽 2.7858 

6 -(1) 一流品を買ヲようにLている 2.1754 L くない 13-(2) 隣近所との付き合いはあまり 2.5562 

楽しくない

5-(1) 有名な庖は間違いがないか句、 1. 3590 2-(1) 日用品を買うとき、広告やチ 2.0301 

買いに行く ランを見て買いに千r( l1-(l} 休みの日に、テレビや音楽で 2.1502 

楽しむ

lー(1) 電気製品を買うとき、広告な 1. 3436 4 -(2) 少数町人と親L(付き合いた 1. 9070 

どを見て、比較し検討Lて買 し、 1-(2) 選択的商品を買っとき、直接 1. 6300 

ヲ 庖で品物を見て買っ

6 -(1) 流製品を買ヲようにLてい 1.8522 

9-(1) 泊ま 'Jがけの旅行をする 0.9809 る 15-(2) 大規模の脂が近くにできる事 1. 3371 

は環境と Lて好ましくない

4 -(1J 多〈の友達と幅広く付き合い 0.9085 5 -(11 有名な屈は間違いないから、 1.3133 

たい 有名古庖に買いに行〈 10-(1) 仕事を優先し、収入を増やし、 1.0200 

家庭生活円安定を求める

l1-(l} テレビや音楽で車しむ 0.8187 15ー(2) 大規模の屈が近〈にあること 1. 2062 

は環境と Lて好ましくない 5 -(11 有名な庖は間違いないから、 0.9126 

10-(l) 仕事を優先し、収入を増やし、 0.7997 買いに行〈

家庭生活の安定を Lたらす 14ー(2) 必要な電気製品はまだ揃って 1.0032 

いない 9-(2) お金をかけ、泊まりがけの旅 0.7903 

16ー(2) 特色などはまったく感じりれ 0.6634 行をする

ない 10-(2) 地位や収入はそれほど求めな 0.9994 

し、 14-(1) 電気製品などは殆と揃った 0.5053 

3 -(2) 購買するとき、お居や人的意 0.6345 

見に従う 3-(l} 向骨の考えとおりにする 0.9615 3 -(1) 向骨の考えどおりにする 0.5049 

15ー(1) 規模町大きな庖ができるのは 0.5664 7-(11 買ったあとのことを考えず、 0.7474 2 -(2) 日用品を買うとき、直接屈で 0.4944 

買い物が便利になり、好まし さっさと買っ 品物を見て買う

し、

16-(1) どちらかと言えは、特色があ 0.7433 16-(1) どちらかと言えば、特色があ 0.3031 

7 -(11 買った後のことを考えずにさ 0.4955 ると思う ると思う

っさと買ってしまっ

11-(2) 休みの日に、日常考えていた 0.6877 (中間的カテゴリ スコアの

14ー(11 電気製品などはほとんど揃っ 0.3843 ことをする 8項目省略)

え己

(中間的カテゴリ スコアの 3 -(2) お庖や人的意見に従う 0.3243 

(中間的カテゴリ スコア町 8項目省略)

8項目省略) 14-(2) 必要な電気製品はまだ揃って 0.5219 

3 -(2) 友達や屈の人の意見に従ヲ -6.176 いない

9 -(2) あまりお金をかけないて1寧 一0.6968

族とピクニック程度で楽しむ 2-(2) 日用品を買っとき、直接庖で -0.7669 日 (2) お金をかけないで，家族とー -0.5614 

品物を見て買う 緒にピクニソク程度で楽しむ

7-(2) 買った後的事を考え、あれこ 0.7584 

れと迷ヲ。 10-(1) 仕事を優先し、収入を増やL -0.7837 5 -(2) 庖の名前にこだわらない 0.6812 

家庭生活円安定をもたらす

15-(2) 近所に大規模屈ができる事は 0.7974 13ー(11 隣近所との付き合いは捕しい 0.7803 

あまり好ましくない 13-(1) 隣近所との付き合いは楽しい 0.8504 

と思フ 15-(1) 大規模宿ができたら、買い物 O.附|
3 -(2) 自分的考えどおりにする ，0.9877 の便が良〈なるから、好ま L

15-(1) 大規模庖ができたり、買い物 -0.8568 し、

5 -(2) 底の名前にこだわらない -1.0144 の使が良くなるし、好ま Lい

1-(1) 電気製品を買ヲとき、広告な

10ー(2) 地位や収入はそれほど求めな 一1.0198 11-(1) 休みの日に、テレビや官操で -0.9366 どを見て比較し検討して買う

し、 車Lむ

8 -(1) 生活が苦Lくなったら、今町

2 -(2) 直接庖に行って品物を見て買 1.0950 14-(1) 電気製品などが殆ど揃った -0.9713 生活を良くすべ〈、切り換え

ヲ る

5-(2) 底的名前にこだわらない 一0.9804

6 -(2J 実用的であれば良い 一1.26日4 10-(2) 地位や収入はそれほど求めな

6 -(2) 実用的であれば良い -1. 0736 L、

4 -(2) ÿ~の人と親 L (付き合いた 一1.4631 
し、 7-(2) 買った後の事を考え、あれこ 1.1439 2-(11 日用品を買うとき、広告やチ 1. 3087 

れと迷ヲ ランを見て、買いに千r(
12-(2) 現車内収入で満足Lている ←1. 9553 

4-(1) 多くの友達と幅広く付き合い 一1.1841 12-(1) 現在的収入で満足Lている 1.5570 

1 -(2) 選択商品を買っとき、直接居 -2.1639 fこい

で品物を見て買ヲ 11-(2) 休みの時、日常考えていたこ 1. 5788 

とをする
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しかし，とりあえず現段階で分類された要因(軸)

ごとの特徴を述べれば，下記のとおりである。

要因と相関の高いカテゴリー内容(意識と行

動)は表4に示すとおりである。そこでは三つ

の要因(3軸)のみが示されており，それらはそ

れぞれ独立の分析軸であると考えられる。

第1軸ではカテゴリースコアの上位(プラス

領域)は「日用品を買う時，広告やチラシを見

て買いに行く」，「一流品を買うようにしているj，

「有名なお庖は品物が間違いないから，買いに

行く j，，-電気製品などの選択的商品を買うとき，

広告を見て比較し検討してみるj，，-泊まりがけ

の旅行をするj，，-多くのお友達と幅広く付き合

う」と言った内容が続く。カテゴリースコアの

下位(マイナス領域)はそれとは逆に，-選択的

商品も直接屈に行って品物を見て買う j，，-現在

の収入で満足しているj，，-少数の人と付き合い

たいj，，-実用的であればよいj，，-庖の名前にこ

だわらないj，そして「自分の考え通りにする」

という反応群が並んでいる。

第2軸ではカテゴリースコアの上位(プラス

領域)は「日用品を買うとき，広告やチラシを

見て買いに行く j，，-一流品を買うようにしてい

るj，，-有名な庖は間違いないからそこに買いに

表5

第1軸(D1Ml) 情報指向性

第2軸(D1M2) 経済的原因訴求性

第3軸(D1M3) 日常生活態度

が，単一の軸のみに依存するよりも人々の意識

を的確に把握できるであろう。しかし，ここでは

第 1軸と第2軸のみで分析することにする問。ま

ず第 l軸と第2軸が形成する平面を考える。す

なわち，二つの軸をクロスして，そこでの消費

者像を浮き彫りにするわけである27)。

26) Gilbert A. Churchill， Jr [40J pp. 273， 275 参
日召。

行く」，「買った後のことを考えずさっさと買う」

と言った内容が続く。カテゴリースコアの下位

(マイナス領域)はそれと逆に「買った後のこ

とを考え，あれこれと迷う j，，-実用的であれば

よいj，，-庄の名前にこだわらないj，，-直接庖で

品物を見て買う」と言う反応群が並んでいる。

第3軸ではカテゴリースコアの上位(プラス

領域)は「生活が苦しくなっても，これまで通

り計画を続行するj，，-隣近所との付き合いは余

り楽しくないj，，-休みの日に，テレビや音楽を

楽しむj，，-お金をかけ，泊まりがけの旅行をす

る」と言った内容が続く。カテゴリースコアの

下位(マイナス領域)は「お金をかけないで、，

家族と一緒にピクニック程度で楽しむj，，-隣近

所との付き合いは楽しいj，，-地位や収入の向上

は，それほど求めないj，，-現在の収入で満足し

ているj，，-休みの時、日常考えていたことをや

る」と言う反応群が続く。

このような状況からして，第1軸は「情報指

向」か，-非情報指向」か，第2軸は「品質指向」

か「価格指向」か，第3軸は「レジャー指向」

か，-マイホーム型」かを示す側面であると言え

よう。

この三つの軸によって総合的に観察するほう

プラス(+) マイナス(ー)

情報指向(現代型) 非情報指向(伝統型)

品質訴求 価格訴求

レジャー指向 マイホーム型

基本的には四つの象限に別れるようなタイプ

に分けることができる。しかし四つに分けると

しても，単に象限のみで区分することは十分で

はない，各カテゴリーは平面に投影されている

ので，多次元空間内でのカテゴリー聞の実質的

距離が問題にされる必要があり，この点カテゴ

27)マーケティング.サイエンス研究会 [18J pp.219 

220参照。
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リー間距離表 (distancematrix )を参照しな

ければならない。結果的には図 1 (象限をあら

わす図)のように四つのグループ分類が成立し

た。

これらのグループがいわゆる消費者の各タイ

プを現していると考えることができ，便宜的に，

次のように呼ぶこととする。第1象限中心グル

ープはA消費者タイプ，第2象限中心グループ

はB消費者タイプ，第3象限中心グループはC

消費者タイプ，第4象限中心クソレープはD消費

者タイプである。各グループの特徴，構成割合

などは表6に示すとおりである。

表6

タイプ 特徴 人数 構成割合(%)1

A 情報指向、品質訴求 84 

B 非情報指向、品質訴求 9 3.6 I 

C 非情報指向、価格訴求 126 50.8 

D 情報指向、価格訴求 29 11. 7 

計 248 100.0 

3)結果の分析

これまでの理論的考察やアンケート調査のそ

れぞれに内在している問題点とそれらの関連性

についての問題を検討してきた。一連の分析技

法並びに実態調査によって，北京市の消費者行

動，生活意識に関する試論を展開してきた。そ

して，これまでの分析により，現在北京市にお

ける消費者行動、意識の特性をある程度解明で

きたものと考える。

各タイプ中， Cグループの占めている割合が最

も多く， 50.8%に達している。すなわち選択的

商品を買う時も日用品を買う時も「直接庖に行

って買う j，I屈の名前にこだわらないj， I実用

的であればよいj，I前から買いたいものがあっ

た時あれこれと迷う j，I経済的に余裕があって，

休みをとれた時，家族と一緒にピクニツク程度

ぐらいで過ごす」などというように非情報指向

で，価格訴求の生活態度を持っている消費者タ

イプである。次にAグループも33.9%と比較的

高い比率を占めている。このグループは選択商

品を買うときも，日用品を買うときも I広告を

見て買いに行く j，I有名な屈は品物に間違いが

ないから，買いに行く j，I一流品を買うように

しているj，I買いたいものがあったとき，買っ

た後のことを考えず，さっさと買ってしまう j，

「経済的に余裕があって，休みを取れたとき，

泊まり掛けの旅行をする」などと言うように情

報指向で品質訴求の生活態度を持っている消費

者タイプである。 Dグループは「休みのとき，

テレビや音楽で楽しむj，I耐久消費財を買うと

き，友達や庖の人の意見に従う j，I多くの人と

幅広く付き合う j，I隣近所との付き合いが楽し

いj，I仕事を優先して給料を増やすことによっ

て家庭生活の安定と豊かさをもたらすj，I家電

製品を買うために，生活が苦しくなっても，計

画を続行するj，I必要な家電製品が揃った」な

どと言うように情報指向で価格訴求の生活態度

を持っている消費者タイプであり， 11.7%であ

る。Bグループは3.6%と最も低い比率を占めて

いる，このグループは「少数の人と付き合う j，

「現在の収入で満足しているj，I自分の考え通

りにするj I地位や収入を求めなしユ」等というよ

うに非情報指向で，品質訴求の生活態度を持っ

ている消費者タイプである。

以上のように非情報指向で，価格訴求，マイ

ホーム型のような伝統的な生活態度を持ってい

る人が最も多いと言うことは北京市の消費者行

動の現状を示しているようであるが，一方では

情報指向で，品質訴求，レジャー指向のような

革新的な生活態度を目指すタイプが少なくない

ということから，人々の価値観や生活意識が中

国の経済環境の変化に伴って，変化しつつある

という現状にあると言うこともできょう。また，

この結果から問題の出発点でもあった北京市に

おける消費者行動は I量」的訴求から「質」的

訴求に変化しつつあるという結論を導くことも
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できると言えよう。

V ヨド喜男査結果分析に欝する

l 情報抱向性k

1)北京市においては「非博報指向」の消費者

が「務報指I白iJj の第費者よりも多いと安う結果

が克られた。しかし「情報指向J命第費者も45.6見

あり，決して抵い比率ではない。それは浩費水

し，広告寂伝が拡大されるにつれて，

北京市の消費者がヲP情報指南j から「情報指
向j へ変化しつつある説明であると思われる。

へと変化してきた捲費者は，

費行動において，如何なる態度を示すのであろう

か。本論文の多次見分析では「宗告を見て比較

るj，i有名なJ6へf子く j，液晶そ闘う

ようにしているj，i泊まりがけの旅行をするJ

の自答が多いと言う結果が出ている。すなわち，

や「コマーシャノレJな

報会求め i品費のよいものJを購演しようとす

る額売が強いということである。

なお i情報指向」の樹委費者は更に二つのグル

けられよう，"1なわち r品費訴求」の

タイプは「広告」を議議する。これに対して

のタイプは「人との{すき合しりから商

品の清轄を得るこどを楽しんでいるように見え

る。第2殺での多次元分析の結果が示すように，

f寵宗く人と付議合う j，r隣近所との付き合い

は楽しいことだと思うJ，r休拐にテレビや音楽

しむj，r賢い物をする時、友達や告の人の

に従うJなどのタイプは， r't1雪報指向」で「密

議訴求」であるということであり，その割合は

11.7%に止まっている。この数字は「情報指完J

で「品質訴求J のタイプの比懇33.9%よりも慌

し ~o

2)買い物に

してきたこと られる，例えば，1988年1989

によると，北京市の消費者は上

海，広州市のそれと比較すれば r広告J に対し

も関心撲が低い。しかし本調査分析む結果

では「選択的務ふを購擁するj場合 r広告やチ

ラシを見て闘いに行く J人は全体のなかで62.2

%を占め r自用品受賞う j にしても， r)よ告を

買いに行く J 人が27.6%を点めている。日

用品についての広告がまだ少ないことから考え

れば，消費者が「買い物」をするときに

を京j箆しようとする意識は，相当高いと言えよ

つ。

3) r人とのイ寸さ合しりに対し

そ持っていることが示されている O すなわち，

北京市の消費者が藷品構報を得ているルートは

り、づてJで入手している渚警費者が最も多い。

中間人の商品博報の法播の特色がここにあると

するならば，北京市0)諸費者が i人との付念会

いJ に対して，ど的ように考えているのかを解

明する必要がある。本論文で分析したように「隣

近所との{すき合い」そ「棄しい事だと思うJ 人

が73.5%で，甚だ高い比率となっている。「どの

ように人と交際するか」に対して i多くの入と

i関誌く付き合いたしりという人は前.1%を占め

ており，北京市の消費者が「人と付き合うj こと

に積極的な欝援を持っていることが購控行動に

しているものと犠製される。

4)北京市での「大規模!恥の増設計画に対し

て第費者がどのように考えているのかは本論文

の分析において示されている。すなわちJ近所
に大規模屈ができる{できた)ことをどう考え

ているのかJと言う費関項弓に対して r資い物

の慣が良くなるし，賑やかに伝って好ましいJ

K答えた人は59.3%で，拐さ当高い比率を占めて

いる。多次元分析で見て怒たように，この項呂

は「務報指向j r髄格訴求Jのタイプのやに入っ

ている。近くに大規模癌ができるの

る消費者は， 'r警報を求め，安舗な商品の購践をと
しかも現代的な生認を好むタイプの人々

であると替えよう c

5)1988年，1989年の議室までは剥久消費障の品目

別にその保有塁手が明らかにされている。しかし，

そ描えているかど

うかは境らかにされていない。本論文で見てき
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たように「必要な家電は既に揃った」と答えた

人が51.6%を占めている。多次元分析では「必

要な家電製品は揃った」人が「情報指向」のタ

イプのなかに含まれている。この結果，.広告を

見て比較検討するj，，.人主の付き合いが楽しいj，

「幅広く多くの人と付き合う」などの「情報指

向」のタイプの消費者では「必要な家電製品は

揃った」ことが示されている。

2 消費行動の階層別特徴

これまでの研究を概観して判ったように，.消

費構成」は所得の高低により差異が見られた。

しかし，種々の属性と各項目との関係を分析した

ところでは，北京市における「消費者行動」は，

「購買行動j，，.情報指向j，，.生活態度j，，.経済

的、社会的、地理的態度」などの面においては

年収別に差異が見られなかった。しかし男性と

女性の聞では職業別，学歴別，年齢別には差異

が見られた。

1) ，.情報指向」で「品質訴求」のタイプの消

費者の中で，男性は51.2%の比率を占め，女性

より若干高い。逆に「非情報指向」で「価格訴

求」のタイプのなかで男性は44.1%を占め，女

性より若干低いことが示されている。

2) “幹部"と“工人"はすべての面で明らか

に違うという結果がでた。例えば，職業層別で

は“幹部"の層では「情報指向」で，.品質訴求」

のタイプの人は四つのタイプの中で38.9%を占

めている。しかし，“工人"の層では四つのタイ

プの中でl3.1%を占めているに過ぎない。逆に

この層では「非情報指向」で，.価格訴求」のタ

イプが四つのタイプのなかで82.6%を占めてい

ることが判明した。

3)北京市は中国のなかで知識階級に属する人

の集中している都市であり，この層の持つ消費

者行動の特徴及び若年消費者層の消費行動の特

徴については， 1988年1989年の調査では明らか

にされていなかった。本論文の多次元分析では，

学歴が高いほど「情報指向」で「品質訴求」の

傾向が認められる。例えば，大学以上の学歴の

層では「情報指向」で「品質訴求」のタイプが

四つのタイプの中では43.0%を占め，最も高い

比率を占めている。

4)若年層の消費者は「情報指向」で「品質訴

求」であると言えよう。例えば， 25才から29才

の層では「情報指向」で「品質訴求」のタイプ

の消費者が四つのタイプの中で43.7%を占め，

最も高い比率を示している。これに対し， 40才

から45才の層では「非情報指向」で「価格訴求」

のタイプの消費者が四つのタイプの中では63.6%

を占め，最も高い比率を示している。

5)年収の最も高い層では「情報指向」で「品

質訴求」のタイプの人が最も多いと予想してい

たが，実際にクロス集計からの分析と多次元分

析の結果では，年収層別には差異が見られなか

った。どの層においても，.非情報指向」で「価

格訴求」のタイプの消費者が最も高い比率を占

めていた。

VI 結び今後に残されている課題

以上の調査分析から見て北京市における消費

者は，.非情報指向j ，.価格訴求」のタイプが最

も多いと言う結果になったが，.情報指向j ，.品

質訴求」の傾向も見られた。それは消費者が「量」

的な欲求から次第に「質」的な欲求に変化しつ

つあることを示すものと言えよう。しかも「情

報指向」性と購買行動との密接な関連も中国の

消費者行動の特性分析から認められた。更に，

各階層別に調べた結果，学歴層別に，職業層別

には差異が認められたが，年収層別には差異が

認められなかった。この点から，中国の消費者

行動には所得の高低による影響はあまり見られ

ず，教育レベノレ，.広告」等の宣伝に大きく影響

されていると考えられる。

本論文では，第一段階として北京市の消費者

行動を分析した。しかし，これは最初の試みで

あったため，調査データの収集及び分析技法の

用い方に問題があったことは免れなかった。例

えば，理論的に言えば，選定区や調査対象をい
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かに選定するかは調査の目的に基づき，厳密に

検討しなければならないことである。しかし，

本調査においては，調査できるかどうかを優先的

に考え，調査可能地域を短時日で選定すること

を余儀なくされたため，選定区及びその対象は必

ずしも適当であったとは言いがたい。加えて調

査員の経験不足によって，所定の地域で調査デ

ータが取れなかった場合，任意に別の地域で収

集した場合もあったようである。なお，中国で

は専門学校の学歴と大学の学歴とを区別して調

査すべきであるが，調査票の印刷ミスのため，区

分不可能となった。以上のように問題点が残さ

れており，北京市における消費者行動の全部を明

らかにしたとは必ずしも言えない。今後の調査

分析ではそれらを見直す必要があると考えてい

る。このような実態調査を継続し，中国の消費

者行動の特性を明らかにしたうえで，日本をは

じめ諸国の消費者行動と比較，検討することに

よって，国際レベルにおける特性の解明にも取

り組みたいと考えている。
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付録 アンケート調査票(日本語訳)

1.あなたは以下のような問題を持ったとき，または状況

に置かれたとき，どのように「判断」するでしょうか。

二つの回答のうちどちらかにO印をつけてください。

l あなたは家具，電気製品，カメラ，自転車のような

選択的商品を買うとき，広告を見たり，人の評判を

聞いたりして，いろいろ比較検討する方ですか，そ

れとも直接お庖で品物を見て買う方ですか。

(l)どちらかと言えば，広告などで比較検討してから

買う。

(2)直接お庖で品物を見て買う。

2 あなたは食べ物や着る物などを買うとき，広告など

を見てから行く方ですか，それとも直接お庖で見て

買う方ですか。

(l)どちらかと言えば，広告を見てから買いにいく。

(2)直接お庖で品物を見てから買うようにしている。

3 電気製品や自転車を買おうとしたとき，自分ではA
というメーカーのものを買おうと思っています。と

ころが，親しい友達や，お庖の人にBというメーカ

ーのもののほうがいいと勧められました。その時，

あなたはどうするのでしょうか。

(l)自分の考えどおりにする。

(2)友達やお屈の人の意見に従う。

4 あなたは人との交際をどのように考えておられます

か。

(1)多くの人と幅広く付き合いたい。

(2)少数の人と親しく付き合いたい。
5 あなたは耐久消費財を買うとき，どちらかと言えば

有名なお庖に行く方ですか。それともお庖の名前に

こだわりませんか。

(1)有名なお庖であれば品物に間違いないと思うので

買いにいく。

(2)お庖の名前にはこだわらない。
6 あなたは品物を貿う場合，できるだけ一流品を買う
ように心がける方ですか。それとも手頃な値段で実

用的であれば満足する方ですか。

(1)一流品を買うようにしている。

(2)実用的でありさえすればよい。
7 前から欲しいと思っていた品物があり，通りがかり

の庖を覗いたら，ちょうどあったとき，すぐ買って

しまう方ですか。

(l)後のことは何とかなると，さっさと買う。

(2)買った後のことを考えて，あれこれ迷う。

8 豪華な家具や電気製品を買いたいと恩って，節約し

て貯金してきたのですが、そのため現在の日常生活

が苦しくなってきました。その時あなたならどうす

るでしょうか。

(l)計画をあきらめ，いまの生活を楽で豊かなものに

するべく切り換える。

(2) これまでどおり計画を続行する。

9 まとまった休みが取れたとします。ある程度お金の

余裕もあります。この時，あなたはどのように過ご

したいですか。

(l)お金をかけて、泊まり掛けの旅行をする。

(2)あまりお金をかけないで，家族とピクニック等す

る程度にしてのんびり過ごす。

10 人の生き方について次のようなこつの意見があった
とします。あなたはどちらの意見に賛成でしょうか。

(1)仕事を優先し，収入や財産を増やすことが結果的
に家庭生活の安定と豊かさをもたらす。

(2)家族そろって健康にくらすことさえできれば，地

位や収入はそれほど求めない。

11 日曜日，一人で留守番することになりました。雑用

が終わった後，退屈です。その時あなたはどの様に

過ごしたいと思いますか。

(l)横にでもなってテレビのスイッチをいれる。

(2) この際に，日常考えていたことをする。

12 あなたはもっと収入を増やしたいと思いますか。
(1)いままでどおりで結構だ。

(2) もっと増やしたい。

13 隣近所の付き合いはどうですか。
(1)非常に楽しく付き合っている。
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(2)大変面倒くさい。 るので，近くにできる(できた)ことは好ましい。

14 あなたの家ではテレビや家具や冷蔵庫や洗濯機など (2)人，車の混雑がひどく，近くにできる(できた)こ

とは環境としてあまり歓迎できない。必要なものは揃っていますか。

(1)ほとんど揃っている。

(2)まだ揃っていない。
16 あなたの住んでいる地域のことを考えるとき，何か

15 あなたの近所に規模の大きい庖ができる(できた)
よその地域と違った雰囲気なり地域的特色なりがあ

ると思いますか。

ことで生活環境はどうなる(どうなった)とお考え

でしょうか。

(1)どちらかと言えば特色はある方だと思う。

(2)全く感じられない。
(1)買い物の便もよくなる(なった)し，賑やかにな

II.あなたご自身と、ニー家庭についておたずねします。

ご記入者のこ A. 性別は a.男 b.女
とについて

a. 10代 b. 20~24歳 c. 25~29歳 d. 30~34歳 e. 35~39歳
B. 年齢は

f. 40~44歳 g. 45~49歳 h. 55~59歳 k. 60歳以上

c.職業は a.主婦 b.学生 c.幹部 d.工人巴.その他(
D. 学歴は a.小学校 b.中学校 c.両等学校 d.専門学校，大学以上

世帯主の職業は
a.幹部 b.工人 c. 日展，臨時 d. 自営業(個体商庖)

e.集体企業の職員 f.無職 g. その他(

ご家族の人数は a. 1人 b. 2人 c. 3人 d. 4人 e. 5人以上(

お 住 ま し〉 Iま a.持家 b.借家 c.行政機関，国営企業等の住宅 d.その他(

居 住 年 数 a. 5年未満 b. 5 ~10年 c. 10年以上(

お 宅 の 年 l灰 lま
a. 1000元未満 b. 1000~1500元 c. 1500~2000冗

d. 2000~2500元巴. 2500~3000元 f. 3000元以上

自家用車の A. 保有は a. 自転車 b.公用車 c.なし
B.買物への利用は 週に a. 3回以上 b. 1 ~2 回 c.なし

御協力有難うございました。
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